
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 62 動物の分類 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（千葉県） 

解答は次のページ 



  

 

 

 1    

（1）「塾技 62  」（2）より，無セキツイ動物は，外骨格をもつ節足動物ともたない動物に分類でき，

外骨格をもたない動物はさらに，外とう膜をもつ動物ともたない動物に分類できる。外とう膜をも

つ動物には，タコやイカ，アサリ，マイマイ（かたつむり）などがある。なお，クモは節足動物，

ミミズは外とう膜をもたない環形動物である。 

 軟体動物，符号：ア，ウ，エ 

 

 

 

（2）解剖ばさみは，先が丸くなっている刃を外とう膜の内側に入れ，外とう膜を持ち上げるようにし

て切る。これは，イカの内臓を傷つけないようにするためである。 

 ウ 

 

 

 

（3）イカ（軟体動物）には内骨格も外骨格もないが，筋組織をもつ。「塾技 62  」（2）のイカのから

だのつくりより，イカは，ろうとからの噴水と，ひれ，外とう膜の収縮によって泳ぐ。すばやく移

動するときは，ろうとから海水を噴射して移動する。 

 ｍ：イ，ｎ：イ 

 

 

 

（4）X にはえらが入る。えらの中には毛細血管が網目状に張りめぐらされており，吸いこまれた水が

えらを通るとき，水の中に溶けていた酸素を血液に取り込み，二酸化炭素を放出する。 

 器官名：えら 

 主なはたらき：水に溶けている酸素を血液に取り込み，

二酸化炭素を体外へ放出する。 
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塾技 62  補充問題 解答・解説 
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